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蛇──一千一渺物語(その9)
(渺は10のマイナス11乗。1001字以内。SFホラー風ショートショート。【少年愛の美学】の風味添え)
笛地静恵
ゴミ屋敷だった。そうしなければならなかった。無秩序の堆積が、結界を産み出す。
ご主人様には、因縁があったからだ。
村でも評判の悪童だった。美少年でもあったらしい。沼の蛇の人身御供にされかけた。村から逃げた。
しかし、彼が村を離れても、蛇はついてきた。
いつかは追いつかれてしまう。
だから、ご主人様は、古来の作法に従い、ゴミで無秩序の迷宮を作った。その内部に棲んだ。これで、しばらくの間は、蛇を迷わせておける。
そして、最後の時のために、猫を飼った。タマと名づけた。
猫は生まれつき、人間には見えない世界の消息に通じている。
タマは、ご主人様の相を見て、自分がするべきことが、即座にわかった。蛇に憑りつかれている人だった。
蠅の羽音に耳を動かしながら、腹が減るとゴミの奥に生息する鼠を食べた。
穏やかで静かな日々だった。
よりつくものは、虫や小動物ばかりだった。人間は、めったにやって来ない。
彼らの貧弱な嗅覚では、この場所の芳香を感知することはできない。ここは選ばれた者のためだけの地上に残された一種の楽園だった。
その間に、タマは三匹の子猫も産んだ。子も成長した。準備は整った。
そして、毛すきだけは、彼女も、頻繁に実行しなければならなかった。タマは身をもって、子猫たちに猫族の作法を教えた。痒くてたまらない彼らは、にゃあにゃあ鳴きながらも、素直に従った。すぐに熟達していった。
あとの大半を、タマは眠っていた。世界の秘密について、瞑想をかかさなかった。日と月と星は、すみやかに回転していった。
遂に、その時が来た。高齢となったご主人様が、足を滑らせた。食べ物の残りが床に腐っていた。首の骨を折った。
痛みは少なかった。すぐに息が止まった。生が死に移行する。世界の秩序の過程が始まった。
ついに、タマの時が来た。
ご主人様のたましいが、ふるふると青白くふるえながら、肉体を離れようとしている。
蛇に気がつかれた。ドブの臭気がした。
定めの通りに、ご主人様のたましいを食おうとしている。まだ最後のたましいの尾が、からだから離れていない。このままでは、連れていかれてしまう。
タマと三匹の猫が、蛇に跳びかかった。彼らの爪と牙のみが、蛇を撃退することができる。蛇はぼろぼろになって退散していった。
ご主人様のたましいは、きよらかな光の世界に昇天していった。
死体は人間が処理する。すでにタマには関係がない。物にすぎない。約束は果たした。
ゴミ屋敷を立ち去った。
二度ともどらなかった。
「遠隔授業をしようと思ったら」の巻
古川モトイ
もはや、なぜ遠隔授業の話をはじめるかの経緯は語らない。今、世の中は遠隔授業をしなければならないのだ。このIT時代に家から外に出れないぐらいで教育を放棄するのは、あまりにもテクノロジーの敗北すぎるという、目に見えない焦燥感はきっと世界人類の無意識下に流れている。ところがやってみたらそうは上手く行かなかったでござる。ということで、他の塾経営者の声(グチ)なども交えてテキストにしてみる。
~スマホで何でもできると思ってたけど授業は無理かもしれないでござる~
スマホは何でもできる万能の機械だと思っていた人々が、スマホのカメラシステムの貧弱さにとうとう気づいてしまった。スマホカメラで教材を映してもなかなか字が読みづらい。スマホカメラを三脚のような仕組みで固定すると、画面が操作しにくいなど。結局カメラがインターフェースと別れていたほうが楽だった。2コマ戻る。
~ウェブカメラを買うでござる~
PCにウェブカメラをつなげばええんや!と気づいて家電量販店に行った皆さんはとっくに売り切れている事実に直面してしまった。私は元々持ってたけど、他塾の経営者が半泣きで電話してこられた。失敗、失敗。ふりだしに。
~ウェブカメラを用意したでござる!~
例えばホワイトボードや黒板で授業をする様子をウェブカメラで撮影して配信しようとすると、ウェブカメラがかなり遠くなる。ウェブカメラ内蔵のマイクでは声が満足に拾えない、そして、字はかなり大きく書かないと読めない。板書できる字数が減るので授業がやりにくい。1回休み。
~生徒の大半はパソコン持ってないでござる~
センシティブなキッズたちは、このスマホの時代にパソコンなんて持ってない。パソコンの使い方を知らない(マジ)。ひとまずリモートワークのマニュアルをpdfで作成して、大学生のアルバイトさんに送ったら、pdfにはられた解説画像内の「OK」ボタンをクリックして、「先に進まない」とお嘆きだった。大学生のピュアさに私が悶絶する。いや、悶絶はしない(決意)。ふりだしに戻る。
~「どうやって配信は見るんでしょう?」問題~
生徒の大半はスマホで動画配信を閲覧することになる。Youtubeのようなサービスならまだしも、一部の専用アプリを要求してくる配信媒体だと、スマホにどうやってアプリを入れるのか、このご時勢、直接教えることもできない。なお電話で説明を試みるが、肝心なスマホは通話に使われている。そして、その相手はスマホのブラウザか何かわからない程度にはスマホの操作に明るくはない。将来、ブラウザというものが何かわからないから、ブラウザの検索窓で「ブラウザ」と検索する人がきっと現れる。オデコのメガネを探す的行為に5コマ戻る。
~スタッフ「エンコードってなんですか」~
わからない単語を自分で調べないタイプの進化を遂げた人類に石斧で襲われる。まあ無理もない。1回休み。
~期待のZOOMのセキュリティに脆弱性が見つかる~
これはむしろ見つかってよかった。名残を惜しみつつ別れを告げる。配信媒体の選択まで戻る。
~動画配信授業で塾向けの教材が映せないことで私が文句を言われる~
教材を購入する際、生徒や塾は紙媒体で学習や解説をする為に購入していて、動画のような媒体に教材の内容を垂れ流す権利は持っていない。さらに各教材会社は教科書をもとに教材を作る際に、教科書の会社に許諾をとっているので、許諾の又貸しを塾に対してできるわけがない。本件に関しては、Q&A形式で現場の雰囲気をお伝えしてみます。
Q教材どうやって映せばいいんですか?
A映しちゃダメです
Qこれ映せなかったらどうやって授業するんですか
A板書してください
Q板書めんどくさい、時間かかる
Aだから「大変だけどやってほしい」とお願いしたんです
Q板書するときに教材が手元にないとめんどくさい、手で持っていいか
A映しちゃダメだと何度
Qコピーならいいか
Aコピーでもカメラに教材の内容が映り込んじゃダメだと
そうした質疑の結果、スタッフが著作権の海で海賊王になるべく海賊団を旗揚げしようとするのを阻止に成功。3コマ進む。
~スマホにLINEで送られてきた配信URLをパソコンに送れない~
ブラウザにアドレスバーってありますよね。そこにURLを見て書き写すんです。ちなみにブラウザとはIEとかChromeとかインターネットを見るときに使ってらっしゃるやつです。啓蒙に成功。2コマ進む。
実際には、事前に色々突っ込みを多く入れてくれた人間のほうが運用を始めると上手く働けていて、自信満々な人間のほうが躓いている雰囲気もあるので、危機感を感じているタイプの人間のほうがシュミレート力は高いのかもしれない。また、顔出しがNGなスタッフや自分の声を録音で聞くのが嫌だというスタッフもいて、配信の指導からは外しているが、これが指導する人間を圧迫している。これに関しては雇用の際に、そんな業務をするつもりで雇っていないので仕方がないともいえるが、どんな仕事でも変化はあるので、変化には対応しなければ生き残れないのも事実だ。この困難な時代はしばらく続きそうだ。
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カーナビに飯田氏が教えてくれた団体の所在地を表示し、僕は車を発進させた。
制限時速の倍近いスピードで街を疾駆する。一見平穏な風景だった。幹線道路を多くの車が行き交い、歩道では人々が様々な格好をして歩いている。主婦や中学生、高校生の自転車姿もあった。みんな、渋谷や上野動物園やディズニーランドのニュースを知らないのだろうか。少なくとも、この街にはゾンビは放たれていない。
ところが、次第に雰囲気が怪しくなってきた。通行人が十数人固まって、僕の行く手の方を眺めている。そんな光景がいくつかあった。まるで逃げているように走っている人もいた。
そしてついに、ふらふらと歩き回る死体のような人間が現れた。
倒れて動かない人に屈み込んでいるゾンビ。通行人に噛みつこうとして逆に蹴り倒されているゾンビ。通行人に背後から覆い被さり、肩に噛みついているゾンビ。ゾンビの姿はどんどん多くなっていく。
歩道に目を向けていたので、間に合わなかった。突然衝撃が車体に伝わり、ぼくははっとして前方に注意を戻し、ブレーキを踏んだ。車が車線の真ん中で停止し、僕はリアウィンドウを振り返る。どうやら僕は人をはねたようだった。人の体がうつ伏せに倒れている。僕はサイドブレーキを引いて車から飛び出し、倒れている人に走り寄った。心臓がバクバクする。今まで無事故無違反できたのに、とうとう人をはねてしまった。
「もしもし、大丈夫ですか!」
倒れている人は微動だにしない。話しかけても無駄だということはわかっていた。だが、話しかけないではいられなかった。
だが……。
どうもおかしい。はねとばされたときの衝撃のせいか、人の体はところどころ皮膚がはがれ落ちている。それなのに、血が流れていないのだ。
僕は倒れている人の肩に手を置こうとした。
すると、彼は急に頭をもたげ、半分顎のない口を開けて威嚇するように唸り声を上げた。
──ゾンビだ。僕は悲鳴を上げてゾンビの頭を蹴り、車に戻って運転席に滑り込み、ドアをロックした。
バックミラーに目をやる。ゾンビは四肢がねじ曲がったまま立ち上がり、僕の車の方へ歩きはじめた。僕はあわてて車を発進させ、その場を立ち去った。
赤信号で止まる。カーナビを見ると、目的地はもうすぐそこだった。僕は路肩に車を停め、バットを取って外へ出た。
飯田氏が教えてくれた団体が入っているビルの入り口から、女の人が一人、走り出てくる。女の人は僕の姿を見ると駆け寄ってきた。何かを叫んでいる。僕のところまで来ると背後のビルを振り返り、そちらを指さしながら必死に訴えかけた。だが、なにを言っているのか全くわからない。最初のうちは、早口すぎて聞き取れないのだと思った。しかし、すぐに、それが日本語ではないことに気づいた。
テイ国の言葉だ。
すがりつく女性を振りきり、僕はビルへ走っていった。中から、悲鳴のようなものが聞こえてくる。もう一人、今度は男性が走り出てきた。男性は僕に駆け寄ると、たどたどしい日本語で叫んだ。
「入っちゃいけません。逃げなさい!」
僕は男性の両腕に手をやり、落ち着かせようとした。
「一体どうしたんですか。何が起きたんですか」
「検体が、検体が檻を破って暴れている!」
男性はそう言うと、僕の手を振りきって、ビルとは反対方向へ走り去った。
バットを握る手に汗がにじむ。ものすごく怖くなった。だが、このまま逃げるわけにはいかない。僕はそろそろと歩きながらビルの入り口を入っていった。
このビルに堀江がいるかどうかはわからない。しかし、その可能性は高いのではないか。ゾンビを養殖していたのはきっとこのビルだろう。そう考えると、冴子もここにいるのではないかと思えてくる。連中は冴子をもとに多くのゾンビを作ったのだ。日本に乗り込んできて、日本人を拉致し、それら日本人たちをゾンビに仕立てたのだ。
つまり僕は、堀江と冴子の両方を探さなくてはならなくなる。
奥の方から、非常ベルの音がする。僕はその方へ慎重に進んでいった。バットを両手で構え、あたりに目を配りながら。
半開きのドアがあった。中から悲鳴が聞こえてくる。そっと覗き込むと、床に俯せになった男性に覆い被さってゾンビがその肩の肉を食いちぎっていた。僕はとっさにドアを全開にし、ゾンビに走り寄ってその後頭部をバットで思い切り殴った。
ボゴッと、頭蓋骨がへこむ音がする。ゾンビは床に倒れ込み、後頭部に手をやって唸り声を上げた。バットで何度も殴る。そのうちに、ゾンビの頭蓋骨が割れて脳漿が飛び散った。
ゾンビは動かなくなった。僕は被害者の男性に駆け寄った。
「大丈夫ですか?!」
肩から、血が噴き出している。男性はすでに意識がなかった。
室内には、ほかに誰もいなかった。僕は通路に出て、非常ベルや悲鳴がする方へ進んでいった。
前方から、若い男性が走ってくる。一瞬、ゾンビではないかと思ってバットを構えたのだが、悲鳴を上げているのでそうではないとわかった。男性は僕の姿を見ると駆け寄り、必死に訴えた。
「助けて! 助けてください!」
やはり、たどたどしい日本語だった。顔が血だらけになっている。どうやら、頭に噛みつかれたらしい。こうなるともうおしまいだ。僕がどんなに助けてあげようとしても、どうにもできない。ゾンビに襲われて負傷すると、自分もゾンビになってしまう。映画の中だけの世界ではない。本当にゾンビ化してしまうのだ。
「落ち着いてください。どこで何が起きているんですか」
僕は男性を宥めるように言った。しかし、男性はパニックに陥っており、自分のことばかりまくし立てている。
「ああ、大変だ。私もゾンビになってしまう!」
残念だがその通りだ。僕は通路の壁にもたれてへたり込んでしまった男性をそのままにし、さらに奥へ進んだ。
通路の突き当たりに、両開きのドアがあった。非常ベルはその奥から聞こえてくる。僕はドアノブに手を触れ、一気に開け放った。
だだっ広い部屋だった。いたるところに檻がある。しかし、どの檻ももぬけの殻だった。ところどころに人が倒れている。体のあちこちから血を流して動かなくなっている人もいれば、のたうち回って悲鳴を上げている人もいる。
ゾンビが一体見えた。檻の金網にへばりついている女性を後ろから襲い、腕の肉をむさぼっている。僕は背後からそろそろと近寄り、バットを振りかざした。
「近寄るな!」
いきなり、どこかから声がする。僕はとっさにその方へ目をやった。
図体のでかい男性が仁王立ちしていた。
両手で何かを構えている。
一瞬、自分の目が信じられなかった。
それは拳銃だった。
僕が後ずさりすると、男性はゾンビに近寄り、後頭部に銃口を当てて引き金を絞った。パーンという音とともに、ゾンビの頭が吹き飛ぶ。ゾンビはそのまま床に倒れた。
「大丈夫か?」
最初は男性が襲われていた女性に話しかけているのだと思った。だが、実際には彼は僕に話しかけていたのだった。僕はしどろもどろで返事をした。
「は、はい、大丈夫です」
襲われていた女性が、腕を押さえながら床に座り込む。拳銃を持っている男性を見上げ、泣きながら言った。
「あ、ありがとうございます」
男性は反応しなかった。
その逆だった。
拳銃を女性の頭に向けたのだ。
「な、何を!」
とっさのことで僕は動けなかった。男性は銃口を女性の頭に当てたまま、引き金を絞った。女性の頭が、ゾンビと同じように破裂する。僕は悲鳴を上げた。
「何てことをするんですか!」
思わず怒鳴ってしまった。すぐに後悔した。男性が僕も撃ち殺すと思ったのだ。だが、そうしなかった。拳銃をズボンのベルトの後ろに挟み、僕に近寄る。
「怪我はしていないな?」
僕の両腕に手をかけ、僕の体のあちこちを点検する。
「どこにも怪我はしてません!」
納得したように、僕を離す。
「ここの職員か?」
「違います」
「じゃあ、何でここにいる?」
「知り合いを捜しに来たんです。それにしても、どうして女の人を殺すんですか。被害者ですよ。加害者じゃない」
「放っておけば、もうすぐ加害者になるんだよ」
疲れたのか、男性はその場に座り込んだ。
「知らないのか。ゾンビに襲われて怪我をした者は自分もゾンビになるんだ」
「知ってます」
「だったらわかるだろう。ゾンビになって人を襲う前に葬っておく方がいい」
言葉が継げなかった。この男性の言うとおりだ。ということは、僕はそのうちにゾンビになってしまう人たちを野放しにしてしまったのか。
僕は男性に目をやった。背が高い。肩幅も広い。目が鋭くて、非常に危険な感じがする。ひょっとしたら、暴力団関係者ではないのか。一般人が拳銃を持っているとは考えられない。それとも、刑事なのだろうか。
「知り合いを捜しにきたと言ってたな」
「はい」
「ここの職員に知り合いがいるのか。お前は日本人じゃないのか」
「違います。日本人です。僕が探しにきたのは、ゾンビの調査をしている探偵です」
男性の目が大きくなる。
「知り合いの名前は?」
「堀江です。僕はその下でアルバイトをしてるんです」
「何だ、そうか」
男性はにっこりと笑った。僕に右手を差し出す。僕はその手を握った。
小指がなかった。
「太田だ。よろしくな。堀江とは仲間だ。堀江の依頼で、このビルに潜入したんだ。あと仲間が三人いたんだが、一人はゾンビにやられた。俺が撃ち殺した」
思った通り、この人は暴力団関係者だ。暴力団関係者に知り合いがいるとは、堀江は一体どんな人物なのだろう。
「堀江さんは今どこにいるんですか」
「わからん。十分ほど前に階段を上っていった。たぶん、二階か三階にいるんじゃないか」
「無事なんですか」
「それもわからん。でも、たぶん生きてるだろう。二階にも三階にもゾンビの培養施設があるが、あいつはタフだからな」
「あの、僕は妹も捜してるんですが」
「妹?」
「はい。妹は、実は……ゾンビです」
「ああ、知ってる。堀江が言ってた。そうか。お前が日本のゾンビ一号の兄貴か」
僕は頷く。太田は立ち上がった。拳銃をベルトから引き抜いてマガジンを取り出し、弾丸がいくつ残っているかを確認する。
「さあ、もう少し働かなきゃ。ゾンビはこのビルの中にまだうようよしている。一人残らずしとめるんだ」
「ぼ、僕も行きます」
僕の手に握られたバットを見て、太田は哄笑した。
「それで戦うつもりか」
「もうこれでゾンビをやっつけました」
「わかったわかった。俺のケツにへばりついて、後ろからついてこい」
太田は室内を見渡し、ゾンビを二体見つけると近寄っていって頭を撃ち抜いた。それ以上ゾンビが見つからなかったので、部屋を出、階段を上りはじめた。
階段の踊り場で、ゾンビが一体うずくまっていた。太田が銃を構え、僕もバットを握り直す。だが、ゾンビはすでに死んでいた。眉間にどす黒い穴があいている。銃で撃たれた跡だ。太田はゾンビの体を蹴り倒し、息の根が止まっているのを確認した。
「きれいに頭の中心を撃ち抜いている。腕がいい。堀江かな」
太田がゾンビを見下ろしながら呟く。ということは、堀江も拳銃を持っているのか。一体何者だ。ただの探偵ではないな。
二階に辿り着く。二階にも、両開きのドアがあった。だが、ここでは非常ベルは鳴っていない。
太田がドアを開けて中へ入っていく。僕はそのあとについていった。心臓がでたらめに鼓動している。すぐにでもゾンビが出てくるのではないかという恐怖にとらわれ、ついへっぴり腰になる。
いた。ゾンビが何体もうろうろしている。ゾンビから必死に逃げまどっている人間もいた。僕たちが入っていくと、逃げまどっていた人間たちはいっせいにこちらに駆け寄ってきた。
「邪魔だ! どけ!」
殺到する人間たちに、太田が怒鳴る。彼は生きている人間たちを掻き分けてさらに中の方へ行き、拳銃を連射した。太田の腕は驚くほど正確だった。百発百中でゾンビたちを撃ち倒していく。
人間たちは今度は僕に殺到した。日本語とあの国の言葉が入り交じっている。
「みなさん、落ち着いてください!」
僕は大声で言った。
「一階に逃げてください。一階にはもうゾンビはいません。でも、外にはゾンビがうろうろしているので、気をつけるように」
人間たちはドアに殺到し、階段を下りていった。
銃声がやむ。太田の方へ目をやると、彼は空になったマガジンを床に落とし、ジャケットのポケットから新しいマガジンを取り出して装填した。そして、また連射。ゾンビたちが頭を撃ち抜かれながら次々に倒れていく。それでもゾンビはいなくならなかった。
「くそ。多すぎる。これじゃ弾がもたない」
太田が吐き捨てるように言った。僕が歩み寄ると、彼は険しい顔を僕に向けた。
「ここの職員たちを逃がしたのか」
「はい。一階に逃げるように言いました」
「あいつらも殺してやりたかったよ。あいつらは全員、ここでゾンビを培養していた研究員だ」
「渋谷駅前や上野動物園でもゾンビが人々を襲っています。この施設から移送されたのですか」
「そうだ。同時多発テロだ。ゴールデンウィークの人出の多い時期を選んで、混雑する場所にゾンビたちを放ったんだ。すべては計画的だったんだ」
ゾンビたちが僕たちの姿に気づき、近寄ってくる。太田は一番近いゾンビから順に拳銃で撃っていった。僕はバットを構えたが、その必要はなかった。全部、太田が片づけてくれる。しかし、弾丸には限りがあるらしい。
「お前の妹も、見逃すことはできないぞ」
「と、言うと?」
「ゾンビだ。人を襲う。いったんゾンビになったら、もう元には戻らない。息の根を止めないと、またゾンビが増えてしまう」
それを聞いて僕は絶望的な気持ちになった。わかってはいたが、いざ事実を突きつけられると、動揺してしまう。遅かれ早かれ、冴子は殺さなければならない。そもそも、ここのゾンビは、そして街に放たれたゾンビは、冴子をもとに作られたものだ。
「堀江はどこにいるのかな。あいつなら、もう少し弾を持っているだろうな。分けてもらわないと。堀江! 堀江! どこだ!」
急に名前を呼びはじめたので、僕もそれに倣う。
「堀江さん、堀江さん、僕です、高梨です!」
返事はない。三階以上にいるのか、それともやられてしまったのか。
「駄目だ。もうすぐ弾切れだ。ここはあとにして、三階へ行こう」
僕たちは部屋を出て階段へ行った。再び堀江の名前を呼びながら、階段を駆け上がる。
三階にも同じ位置に両開きのドアがあった。その中に入り、みたび堀江の名を呼ぶ。
今度は返事が返ってきた。
「おーい、ここだ」
声のした方へ目をやる。堀江は檻の中にいた。その周囲をゾンビたちが取り囲んでいる。堀江は檻の中に避難したのだ。無傷だといいが。
「太田か?」
「そうだ! 大丈夫か?」
「堀江さん! 僕もいますよ!」
「高梨さん?! どうしてここへ……」
「話はあと。まずはゾンビを退治しましょう」
「高梨さん、太田、ちょっと伏せて。今からゾンビを撃つから、流れ弾に気をつけて!」
太田と僕は床に伏せた。それを見て取ると、堀江は銃撃をはじめた。顔を上げると、檻の周囲のゾンビたちが次々に倒れていく。彼も百発百中だった。いったいどうしてそんな腕前なのだ。僕はゾンビだけでなく、堀江と太田も怖くなってしまった。
一度マガジンを交換し、堀江は檻の周囲のゾンビをすべて倒した。太田と僕は立ち上がり、檻に駆け寄った。床を見下ろすと、ゾンビはみな頭をきれいに撃ち抜かれていた。
堀江は檻から出てきた。
「高梨さん、どうしてここへ」
「奥田教授の知り合いの飯田さんという医者がこの場所を教えてくれました。堀江さんを助けようと思って」
「バットだけを持って? それは無茶だ。帰りなさい。今すぐ」
「帰れません。二階にゾンビがまだいて、たぶん今頃は外にあふれています。街にもゾンビがうろついています。あなたたちと一緒にいた方が安全だ」
「俺もそう思う」
太田が言った。
「堀江、俺はもうすぐ弾切れだ。余分に持っていないか」
「口径は同じだったか」
「忘れたのか。俺もM9、お前もM9だ」
堀江は腰に巻いたウェストポーチからマガジンをいくつか取り出して太田に渡した。
「大事に使えよ」
「サンキュ」
立ち話をしていたら、またゾンビたちが近寄ってきた。堀江と太田が銃撃する。みな頭を破裂させて倒れた。僕がバットをふるう機会はなかった。
「西村と野田は?」
太田は首を横に振った。
「わからん。どこにいるのか、見当もつかん。西村は大勢のゾンビに囲まれていた。あいつは銃が下手だ。流れ弾が当たるといけないので俺も撃てなかった。野田はいったん外へ出たようだ。戻ってきたのかどうか、確認できていない」
「どうする? まずはこのフロアのゾンビを全部やっつけるかな。二階にもいたっけ。研究室は五階まである。ばらばらになると危険が増す。一緒に行動しよう。高梨さん」
いきなり話を振られたので僕はドキリとした。
「はい、何でしょう」
「そのバットでゾンビを叩きのめす自信がありますか」
「もうすでに叩きのめしました」
「わかりました。私と太田の弾も限りがある。積極的にゾンビを攻撃してください。攻撃すべきときは私が指示します」
「わ、わかりました」
「じゃあ、まずこの三階から掃討しましょう」
僕たちは室内を見渡し、ここにはもうゾンビが残っていないことを確認した。通路に出て、ほかの部屋も確認する。悲鳴を上げる人間をむさぼっていたゾンビがいたので、堀江が銃弾をその頭に撃ち込んだ。被害者の男性は首から血を流して倒れ込んだ。すぐに意識をなくした。
「高梨さん、その人の頭を打ち砕いてください」
言われていることがすぐには理解できないで、僕は戸惑った。だが、すぐに意味が飲み込めた。堀江は、この被害者がゾンビとなって復活することを防止しろと言っているのだ。
僕は半分泣きながらその人の頭にバットを振り下ろした。力任せに何度も打ったら、頭蓋骨が割れて脳漿が飛び散った。
トイレも覗いた。トイレにはゾンビはいなかった。僕たちは階段を上って四階へ移動した。
通路でいきなりゾンビと鉢合わせした。僕は無我夢中でバットを振った。バットはゾンビの側頭部にヒットした。ゾンビが倒れ、僕は頭蓋骨が粉砕されるまでバットを振り下ろした。
両開きのドアを開け、研究室に入る。
このフロアでは、ゾンビはまだ檻を破ってはいなかった。檻の外をうろつくゾンビが三体いたが、きっとほかのフロアからやってきた奴らだろう。太田が三体とも頭を撃ち抜いた。
「このフロアは後回しにしよう。あとは五階と二階だ」
堀江が言う。それを合図に、僕たちは五階へ移動した。研究室のドアを開ける。とたんに、大勢のゾンビがこちらに迫ってきた。堀江と太田がとっさに拳銃で頭部を撃ち抜く。だが、ゾンビたちはあとからあとから迫ってくる。僕はその一体に肩を掴まれた。
「高梨さん、バットで殴って!」
堀江が叫ぶ。僕は言われるとおりにした。力任せにバットを振り回し、ゾンビを三体倒す。それから床に倒れたゾンビたちの頭部を打ち砕いていく。バットが脳漿でべたべたになってしまった。
気がつくと、堀江も太田も銃弾を撃ち尽くしていた。
「くそ。もう弾が少ししかない。温存しなくちゃ」
堀江が言った。
「高梨さん、そのバットを貸してください」
堀江が僕のバットに手を伸ばす。僕はバットを彼に渡した。すかさず堀江はバットを振りかざし、うおーっと雄叫びをあげながらゾンビたちに打ちかかっていった。
太田が僕を背中に隠し、迫ってくるゾンビたちを撃ち殺した。だが、マガジンの中の弾はすぐになくなってしまう。マガジンを取り替える時間はないと判断したのだろう、太田はゾンビを避けながら奥の方にあったファイルキャビネットに近寄り、金属でできたその棚板を取った。それをぶんぶん振り回しながらゾンビを倒していく。しかし、ゾンビたちは倒れても倒れてもすぐにまた起きあがる。きりがない。太田は棚板を僕に渡した。僕がそれを振り回してゾンビたちを遠ざけている間に、太田はマガジンを交換した。僕が引き下がり、太田が銃撃をはじめる。頭を撃ち抜かれたゾンビたちは床に倒れ込み、動かなくなった。
ゾンビをあらかた倒すと、堀江は僕たちのところに戻ってきた。さすがに息が上がっている。しかし、表情は相変わらず涼しげだ。
「堀江、大丈夫か」
「ああ、太田は?」
「俺も大丈夫」
「高梨さん、あなたは?」
「は、はい。何とか」
床をのたうち回っているゾンビがいた。堀江はそのゾンビに走り寄り、その頭にバットを振り下ろした。それで、動いているゾンビはいなくなった。
「高梨さん、妹さんはいませんでしたか」
堀江が言う。僕は首を横に振った。
「見てません。これだけ多いと、どこにいるか全くわからない。すでに殺されたのかもしれない。でも、まだどこかに温存されているのかも」
「その可能性はありますね。ゾンビをすべて放出するとは考えられない。種火は常にとっておくでしょう」
話をしていると、次第に泣きたくなってきた。冴子はもう殺されたのだろうか。こんなに混乱していると、確認するのは極端に難しくなる。たとえまだ殺されていなくても、いつかは息の根を止めてやらなくてはならないのだ。
「ほかの部屋も確認しよう」
太田が言った。僕たちは研究室を出てほかの部屋を見に行った。
部屋の一つに、肩に怪我をしている男性が倒れていた。肩に手をやり、呻いている。僕たちが入っていくと、男性は顔を上げた。
「西村!」
堀江が声を上げて駆け寄る。男は苦痛に顔をゆがませながら笑みを浮かべた。太田も近寄っていく。
「西村」
「やられちまったよ」
力なく呟く。
「野田はどこだ?」
「ゾンビを追いかけて外へ出ていった。そのあとは知らん。たぶん、まだ外で戦ってるんじゃないのか」
「西村、その傷は」
太田が言う。言いにくそうな口調だった。
「ご想像の通りさ。ゾンビに噛みつかれた」
西村は手に握っていたものを堀江に向かって差し出した。拳銃だった。堀江がそれを受け取ると、西村は次に上着のポケットからマガジンをいくつか取り出した。
「グリップの中にも弾は残っている。大事に使ってくれ」
そう言うと、彼は僕たちに向かって頭を差し出した。
「ひと思いにやってくれ」
低く小さな声で言う。堀江と太田は顔を見合わせた。
「早くしろ。俺はゾンビにはなりたくない」
「わかった」
堀江が銃口を西村の頭に向ける。そして、引き金を引き絞った。
血を噴出させながら、西村は床にどうと倒れ込んだ。
【続く】
コンテナに描いた
murbo
はじめに
2020年3月13日から23日まで屋外で絵を描いていました。毎月一回描いているまーぼんの一枚です。大きな絵を描くのは記憶している限りでは初めてです。絵具もいつもとは違うので勝手が違いました。ひとまず記録として。
打ち合わせ
次回は外で描くがライブペイントではない。
よくあるチェーン店の喫茶店で初相談。今回はライブペイントではなく、クレーン車に描くらしい。話を聞いているとどうやら一回お試しで屋外にある見做し倉庫になっているコンテナの側面に描いて欲しいようだ。又タダかと心の中で思いつつ口に出すとめんどくさい感じになるんだろうなと思って黙ったまま今初めて公開していますよw。一応その場で宝船に七福神が乗ってるのはどうだろうかということで僕以外の二人でおぼろげに決まって行ったようだったので、その場でさらっと猫の七福神が竜の宝船に乗っているのを描いてみたが、ピンとこなかったのか、まだまだ僕を信用していないのか全然反応がなく、もう死のうかと思ったがやめておいた。
場所を変えてまーびんさんと内容などについて相談。
いつもと描くものが違うことと、画材について、描くモチーフについて言うほど決められないままざっくり。とにかく決まらないので自分でどんどん決め打ちしたいが、これまでの仕事などでも嫌がられることが多かったので、のらりくらりすることにしている。それにしても決まらない。時間もお金ももったいないのでどんどんアイデア出してサクサク進めたいのだけどね。
ライブペイントではないが外なので自動的に公開制作になってしまう。制作中はYoutubeで録画配信したいとこのころは考えていた。
スケッチ
この件以外にももやもやとしてはっきりしない案件ばかりで進まない物ばかりで自分も動けていない。
自分だけで進められることは描くことなので、コンテナに描く絵に登場するキャラクターのスケッチ。毎度でなくても一枚絵で完結することより、キャラクターが生きている物語のワンシーンを切り取るようなイメージで考えている。子どもが描いたみたいな絵でもあれこれ考えて描いているのですよ。元ネタの七福神を調べると爺さんばっかりで服や小物も似たようなものが多く、全然ネタがないじゃないかw。似ているのに特定の衣装などがあるわけでもなく。色も顔の雰囲気もよく似ているようでなんとなく遠い。仕方がないので適当に設定などを決めつつ形を掴むようにスケッチで練習する。これで一人づつのキャラクターや別の複数での絵を描くことができる。
公開制作一日目。
愛知県江南市にあるアイチレッカー江南営業所の駐車場で制作開始。
まあぼん五作目。ライブペイントというには時間がかかっているし、イベントではないので観客もいないので公開制作という体裁で描くことにした。オープンエアなので事実上の公開制作になっているだけです。こういうのは言い方次第で広告的だけど本業の片隅の企画者としての発想も隠したくはない。
Youtubeで制作中の動画をRECして流すのはとてもできないくらいに制作時間が気になる。この段階では完成予定日が全く見えなかった。全くは嘘だな、三日で描きたいと思っていたのにそれが叶わないなと初日に思った。
最初はこの青色でした。一見して表面は綺麗でも観察すると汚れがあり、苔や草が生えていたりするので高圧洗浄機をお借りして洗浄。ちょっと調子が悪くてやや圧洗浄くらいでした。これがなかったら1日にかかったと思います。そこそこ乾いたら下地として白色を塗ります。ローラーで塗るかハケで塗るかその場相談により、ハケでコツコツ塗りました。
これも意外と早く塗れて昼を食べてから二度塗りして下書き開始。今日は下書きまでできたら目標達成と思っていたのでこれが描けたら全然OK。そして描けた。
いつもの赤鉛筆で当たりをつけて油性マーカーですいすい描くのですが、画面が大きすぎてバランス取るのが難しい。スケッチの寸法より左右がはるかに長いために当たりを描きながらまーびんさんと相談。結構このタイミングでレイアウトを修正しています。毎度レイアウトはあたりでそのまま拡大して描くわけじゃないんです。大幅に変えたのは富士山とナス鷹を入れ替え、猫福神の位置が左右に広がったので微調整して今日はこの辺でお開き。明日は本格的に塗ります。
公開制作二日目。
今日は本格的に色塗りです。
空から塗っています。青色ではありません。空です。しかしもともと塗ってあった青色とあまり変わりません。ペンキの色そのままなのでよくある色なんでしょうね。綺麗な色を塗りたいだけなら缶のまま塗るのがいいです。そのようにペンキの色は作ってあります。
僕のブログなのにまーびんさんばかり登場しているのは撮影しているのが僕だからです。撮影したかったら撮影部隊は必須ですね。全部自分たちはできないこともあります。
塗っている、まーびん。これはかなり塗り進めたところ。前半にハローが出ているとかなんとか言って太陽を撮ることばかりしていたのであまり進まず。先の見通しが立たない時に遊ばれると辛い。
あー、そうそう、ブログを見て来てくださった方がいました。江南市の情報提供をネットでやってらっしゃる、近くのお寺の副住職さんです。ありがとうございます。
ブログとかTwitterとか更新しておいてよかったw
なんのかんのいいつつ、午後五時頃の進捗状況。もうちょっとピッチ上げて進めたいね。この時点で三日で完成することはなくなりました。明日は天気が悪いので空と相談しながら作業です。
公開制作三日目。
三日目。今日は雨が降っていたのでお休みしようか、午後からの天気に期待するか迷いました。午後二時ころには止んできたので少しの時間でも進めたいから塗りにでかけた。
今日から僕だけお昼は現場でお弁当を食べることにしました。労働時間としてはよくないようですが、このままではちっとも進まないし、少しでも日の高いうちに作業したいし、繰り返しますが昼の休憩時間で相当進められることは想定できたのでさっさと食べてどんどん描きたい。
昨日はここまででした。
絵の具はこれです。水性ペンキ。のちに描いた感じなど書きます。
あまり進みませんでしたが、少しでも描き進めたいので良しとしています。
明日は全部塗り終えられるといいね。
公開制作四日目。
昨日は天気に恵まれず、早めに上がってしまったので少しでも進めようと今日も作業。しかしスタートは家庭の事情で正午少し前から。
夕方には天気が悪くなる予報だったので気にしていたら早く雨が降ってきたので早々に片付けることになりました。自分としては三日で仕上がらなかったことですごく後悔している。彩色で悩むならスケッチに準ずれば良かったし、そうでなくてもスケッチから発想すべきだった。時間がかかったのは迷って色を決められなくて術に塗った場所をいじっている時間があったことだ。
悩んだってどうせ世界一にはなれないし、金も儲からないのだ。
色彩はずっと昔から配色について決まっているのでその場で判断できなければ基本に従えばいいのだ。特別なことは何もないが、はずれにはならない。
物事は勝つこと負けないことは違って、常に勝てずとも負けない工夫は必要だ。それは基本に従うことでもあるんだ。
二人ともちょっと集中力が切れてきている。遅くとも後3日で完成させたい。しかし事情があってしばらく制作は中断。連続して作業したいが明日は別件の事務所作業なのだ。
帰宅中に晴れ間が見えてきたのが悔しかったので、かかみがはら航空宇宙科学博物館へ立ち寄る。時間がないので外だけ。仕事の参考に看板の裏とか支える部品などを観察。本当は研三の特集を見たかった。大昔仕事をしていた模型制作会社で製造販売していたガレージキットで研三もラインナップに入っていたんだよ。
公開制作五日目
五日目です。そろそろ完成させたい。
面積が広くて間がもたない部分が多いのでタッチをつけています。描く面積が大きい理由ではそんなに困っていなくて、苦労しているのは絵具のこと。今回は所謂ペンキを使っているため、純色が少なく、混ぜて色を作ると思った通りにほぼならず、混色すると見えていない白や黄色が出てきたりして、四苦八苦しています。あまり良い策とは思えませんが、単純に明度の調整をするだけにして、無彩色で調整するようにしています。
明日も連続して描きます。
公開制作六日目。
今日は特に寒かった。
ほぼ塗り終わり、輪郭と字を描いています。輪郭の画材をここまで描きながら迷っていた。それはペンキの伸びなさ。筆での描き辛さが気になっていたからです。油性ペンでもいいんじゃないかと思ってたらペンキの色によっては書けないこともあり、消極的でもペンキで筆書きを選択するしかなかった。文字はまーびんさんが担当です。僕も書けとは言われていても頑なに拒んでいるのは、まーびんさんが己書の教室を制作地の近くで開催しているので、生徒の方々がたまに見に来たり、SNSなどで制作中の写真を公開しているので、文字に関しては全部まーびんさんに書いてもらいたいんだよね。生徒の方々はこの絵をまーびんさんが主体になって描いていると思っているからね。どちらに主従があるわけじゃないから主体も何もないけどね。
昼間はこのくらいの進捗でした。
このあたりが出来上がってくると充実して見えるね。
大きさの対比がないので、なんでこんなに時間がかかっているか実感しづらいと思うので昔作ったドテドンのレリーフと冷マ(冷蔵庫に貼られることが多い、勝手にポスティングされる主に水道修理会社の宣伝マグネットシート)を貼った。しかしこのコンテナは鉄だと思ったらアルミ製でヒンジ部分くらいしかスチール部分がなかった。
明日も描きます。多分完成すると思います。この時はあと二日はいるんじゃないかと思っていた。それはまーびんさんが字を書くのにすごく迷っているからだ。
公開制作7日目。
7日目。完成しませんでした。
文字に苦戦しています。ちまちま細かい部分を弄り始めてしまったので袋小路に入っているようだった。ディティールに拘って骨格を気にしていないのでいつまで経っても納得できる状態にはならないんだよね。このようになると落とし所は諦めるくらいしかない。
龍の玉に文字を入れる前。
明日には完成させたい。
公開制作八日目。(結)
完成はともかく、表題を終わりとか完結とか書くのは以前から気になっていて、なんかないかなーと思って思いついたのは結び。ストリップ劇場みたいだけど千秋楽というほど大げさでもないし、そもそも芝居じゃないし。「けつ」じゃなくて「むすび」。商売は終わりと言う言葉に敏感だと思うんです。実際そうだし。それならすでにあるものから探しました。
あ、絵は完成しました。向かって右下の白っぽい四角い何かはA3サイズです。
風水的なオーダーwと自分の中での仕様として、キャラが立って、物語を想像できる、フィギュアなどの立体化の想像しやすい、何より楽しい絵に出来たかなと思います。
誰にも言わなかったけど、これまで指を咥えて見ているしかなかった他所さんのライブペイントや外で描いてるなんとかとか、そういったものへ思っていたことの回答でもあります。文句言うならお前が描けと言われる前に描きました。
広角で撮ったら迫力あるんじゃないかとか、歪がいい味出すんじゃないかと想像していたが、絵が大きすぎて全然歪みませんでした。ただ大きい物体を撮っただけですね。
背景の暗雲のような感じは現地ではそんなになくて日差しはあります。それくらい現地は空が広くて絵が大きいです。12mmくらいの広角でも近くで広い絵が撮れる程度で本当に思った効果が出ないんだよw
向かい側から見るとこんな状況です。手前の燃えた車と絵を描いたコンテナは近日中に入れ替えるそうです。(2020年4月21日現在でまだ移動していません)
使った画材と塗料について。
ALESCO ハピオフレンズ
https://www.kanpe.co.jp/products/003/index.html
見た目が全く可愛くない一斗缶。これを選んだのは屋外展示なので様々な感情などに耐えるためです。購入はまーびんさんで僕は選ぶ相談をしただけで、最終的には店頭にある水性ペンキがこれです。今回描いてみて分かったのは純色がないので調色が大変難しいです。売っている缶のまま塗ることが想定されていて、その時点で完成した色なのです。そもそも複数の色が混ざっているし、濡れ色と乾き色の差も大きいです。この2つのために繊細な調色は困難で、その理解がない前半は苦戦しました。単純に明るくしたいときは白、逆は黒を混ぜるアホみたいな方法が最短で若干看板ぽさは拭えませんが、譲っていかないとたどり着かない回答に向かって悩み続けることになります。
このペンキの利点は塗ったすぐに乾燥すること。これを理解して上から重ねていくのが絵を描くにはやりやすいと思います。それと二度塗りを使いこなることもポイントです。
パッケージには一度塗り出来るとありましたが、嘘ではないものの色によっては透けたり、筆目が残る部分は二度塗りでおおよそ解決します。白か黒を混ぜて隠蔽力を上げる手もありますね。結局二度塗りしないと思った色に近くならないんですが。
問題は色味以外で二人とも若干のアレルギーが出まして、常用するにはゴーグルや手袋など対策が必要です。
缶の色のまま塗るなら少し水を足して硬さを調整すれば塗りやすいし、いいんじゃないかな。
制作中に買い足した道具。筆も足してますが、ほぼ使い捨てとしてダイソーやセリアなどの100円均一ショップで購入。しかし、塗料が水性ペンキとはいえそこそこ質の良い毛の筆を使うべきですね。筆を変えるだけで絵の具の伸びが全然違います。
しかし、あえて質の悪い毛質の筆を使ってかすれを作ることもやりました。
写真のスプーンは何本かで100円(以降価格表示は全て税別)のプラモだと塗料の試し吹きに使われていますね。白いのは製菓用のへら。どちらも塗料を缶からすくい取るときに使います。製菓用のヘラのほうが微調整が効きます。しかしあんまりすくえないので一気に取り出すときは黒いスプーンがいいです。
まだやっておりませんが屋内で大きな絵を描くときにイベントカラーなど利用するときは活用できると思います。
お玉。白は一斗缶だったので、少量取り出すときはこのお玉で作業しました。他にも薄めるために水を微調整しながら加えるときなどかなり使い勝手が良かったです。大量に絵の具を使うときは製菓用の道具が活躍しますね。もちろんDIYショップの専用工具があるのは分かっていまして、そちらも見て回っております。そちらを選択していないのは、価格と自分たちの使い勝手の両面からです。看板制作などを正業としておられる方とは描く方向性が違い、僕らはあくまでもイラストなのです。
パレットは紙コップで代用しました。これはよくあることですね。風が強くてコップが転ぶことがあったので、次回はこのペンキに限らず、カップスタンドなど作ろうかと思います。
サインを入れて完成です。絵は愛知県江南市にあるアイチレッカー江南営業所にあります。
次回はどこで描きましょうか。
既刊本紹介
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
今月も新型コロナウィルスで全世界が大わらわとは関係なく、個人的事情で仕事がままならないまま日々が過ぎてしまいました。しかも締めの周辺で特急仕事。ほんと、準備とか日頃の仕込みとか大切ですね。
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